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研究成果の概要（和文）：平成24年度より中学校「保健体育科」体育分野での武道必修化に伴い、剣道未経験の指導者
が打突動作を短期間で生徒に習得させる指導マニュアルの開発を行った。剣道選手の身体移動や竹刀操作の技術を分析
し、その技術的要素を楽しく、優しく、段階的に習得する学習内容を作成し、初心者の学習効果を検討した。効果的な
指導には、手の内の技術、腕と竹刀の逆二重振り子の運動、竹刀操作と身体移動の協調が重要な要因である。特に初心
者指導は、正確な竹刀操作の学習に重点を置き、安定した身体移動が可能なとなる「すり足による送り足」から学習を
進め、段階的に剣体一致の打突へと発展させる指導法を用いることが効果的指導の要因となる。

研究成果の概要（英文）：Kendo became a required subject in the junior-high health and physical education 
curriculum in 2012. In conjunction with this change, we developed a manual that instructs teachers 
without kendo experience how to teach datotsu-dusa in a short period of time. We analyzed the 
body-movement and shinai-manipulation techniques that kendo players use, created course content allowing 
students to acquire these techniques through an enjoyable, easy, and multi-step process, and investigated 
the learning outcomes for beginning students. We determined that grip techniques, reverse double pendulum 
exercises for the arms and shinai, and coordination of shinai handling and body movement are important 
factors in effective instruction.

研究分野： 体育方法学

キーワード： 剣道指導法　竹刀操作　手の裡　逆二重振り子運動　足さばき　打突動作分析　指導マニュアルの作成
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１． 研究開始当初の背景 

昭和 62 年 12 月に教育課程審議会の答申に、

教育課程の基準の改善方針の一つに「国際理

解を深め、我が国の文化と伝統を尊重する態

度の育成を重視すること」が挙げられている。

また、平成 20 年 1 月の「学習指導要領等の改

善について」の答申では、武道について、「そ

の学習を通じて、わが国固有の伝統文化によ

り一層ふれることができるよう指導の在り方

を改善する。」ことが明記されている。そして、

平成 23 年度より新学習指導要領では中学校

保健体育において、武道が必修となった。し

かし、武道としての特性を持つ剣道を指導で

きる指導者不足の問題が生じている。また、

限られた単元時間で基本動作を習得させ、さ

らに対人技能へと発展させながら日本の運動

文化としての特性を充分に学習させるには、

かなりの指導力が必要になる。対人技能を駆

使しながらの戦略的な攻防を中心とする学習

経験が、剣道を学習したという達成感に繋が

る。武道としての剣道の特性は、武道がもと

もと相手と戦う武術から発展してきた歴史的

背景を持ち、相手と刀（竹刀）を媒介に戦い

ながら、自らの人間性を高めるという特性を

持つ。従って、体育の授業においても、竹刀

を媒介にした対人的技能の習得をしながら、

相手との攻防を展開する楽しさや喜びを味わ

うことに重要な意味を持つ。剣道の至近距離

でのスピード感あふれる攻防は、相手の表情

や些細な動作や竹刀の動きから、相手の攻撃

や隙を察知し、適切な技の創造と選択によっ

て、一瞬で勝敗が決まる。学習者にとって非

常にスリリングでエキサイティングな教材と

言える。そうした剣道の特性を充分に学習す

るためには、相手の隙や攻撃に対して間合い

や体さばきを適切に調整し、瞬間的に竹刀を

操作して相手を打突する技能が求められる。

しかし、体育授業のように限られた時間数の

中で、竹刀操作と体さばきを一致させた打突

動作の習得は、剣道初心者にとって簡単なも

のではない。慣れない防具や打突の際に生じ

る「痛み」も技術習得の妨げとなる。また、

指導現場では、武道特有の作法の習得や素振

り、基本練習に多くの時間を費やし、地稽古

や試合を楽しむ時間や、武道の特性に触れ探

求する時間が少なくなってしまうのが現状で

ある。特に経験の少ない指導者の授業にそう

した傾向がみられる。指導経験の少ない指導

者のためには、学習者に対する基礎技能およ

び対人技能に関する効率的な指導マニュアル

が必要である。 

  

２． 研究の目的 

我々は、剣道選手の打突動作が従来から考

えられていた竹刀操作とはまったく異なって

いることを研究してきた。剣道選手は、竹刀

重心付近を回転軸に竹刀操作を行い、特徴的

な踏み切り動作によって打突していることを

明らかにしてきた。本研究は、剣道経験の少

ない体育科教員の指導が、剣道選手の実践的

な打突動作を剣道学習者（初心者）に対して

的確にかつ楽しく学習させる教材を開発する

ことを目的とした。さらに、課外活動でも充

分に活用できる内容とした。すでに、研究代

表者は打突動作の学習ドリルの体系化を進め

ていた。同時に実践的な指導を通じて、その

学習効果と問題点の検証を進めている。本研

究では、さらにその検証を行い、より優れた

教材へと発展させる。特に初心者の多くは、

竹刀操作と身体移動の協調動作を習得するの

に困難を生じるケースがみられ、研究に当た

っては、次の事項に留意し検討した。①初心



者が剣道選手のような実践的でスムーズな竹

刀操作を習得するために、手首を含めた手の

内の指導が重要であること。②剣道選手のよ

うな竹刀と腕の逆二重振り子運動を生み出す

ために、左右の腕の各関節と手の内の運動が

スムーズに協調することと、竹刀柄の握り位

置と握り幅のこと。③剣道選手のように、竹

刀操作と身体移動を協調させた実践的な打突

動作を初心者に習得させるためには、摺り足

による送り足での学習が効果的であること。

④足運びには、ピストン型（踏み切り、踏み

込み足）とスイング型（摺り足、送り足）が

あり、初心者の打突動作の習得にはスイング

型（摺り足，送り足）が適していること。➄

打突動作の習得には、身体移動を行ってから

竹刀操作することが効果的であること。⑥送

り足による打突動作の習得は、左足の引き付

けを早くし、連続技の学習へつがること。 

以上の内容について実験的研究と実践的指

導を行い、それらの結果から検討を進め、剣

道学習者に対する打突動作習得の指導マニュ

アルを作成する。 

 

３． 研究方法 

① 打突者の打突動作の分析 

 打突者の正面打ち動作の撮影は、nac 社製

高速ビデオシステム HSV-500C3 を被験者の左

側方に設置し、カメラスピード 125 frame/sec、

1/2000 shutter speed で撮影し、nac 社製

VIDEO RECORDER に収録後、A/D 変換し PC に取

り込み、DKH 社製ビデオ動作解析システム

Frame-DIAS4 for Windows を用いて、身体各

部のデジタイズポイントをデジタイズし、竹

刀操作や打突動作の特徴を分析した。 

② 床反力の計測 

 打突者の身体移動（踏み切り）の瞬間を計

測するため、Kistler 社製水晶圧電式多成分

フォースプレート(9287B/BA)を用い、打突時

の床反力を測定し、比較・検討した。床反力

は、チャージアンプを通して増幅・A/D 変換

した後、サンプリングレート 1kHz で DKH 社製

TRIAS Systemを用い、PCに取り込み分析した。 

③剣道授業での指導 

実験的研究結果から得られた情報を基に、

打突動作の習得を効果的に進めるための練習

方法を工夫しながら指導を行い、学習者の学

習効果を動作分析によって検証し、その結果

を基に剣道打突動作の指導マニュアルの作成

を行った。 

４． 研究成果 

指導者は、学習者に打突動作の指導を行う

際、打突局面での運動要素とその仕組みをよ

く理解して指導することが必要である。Fig.1

は、研究結果から得られたデータを基に作成

されたものである。打突者とその打突の起こ

りを判定する判定者の関係を示した。打突者

が構えから打突を開始して 0.13 秒時点で判

定者が起こりを察知する。その後打突者は、

0.39 秒付近から左足荷重し、0.43 秒時点に右

足離床動作と共に竹刀の振りかぶりを開始し、

0.66 秒時点で打突した。 

全日本剣道選手権大会優勝者は、面の態勢

（Fig.1 の④～➄の局面）に入ってから打突

までの時間が、0.1 秒から 0.19 秒という報告

もみられる。著者の研究では、一般の大学剣

道部員で平均 0.23 秒程度であった。また、剣

道熟練者が面を防御する時間は 0.318 秒との

報告もみられる。判定者が起こりを察知し、

打突者が打突するまでの時間は 0.53 秒で、計

算上は相手の打突は殆ど防御できる。従って、

実際の試合では、色々な攻め方で相手を崩し

有効打突を取るが、打突動作の遅れは敗因と
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刀重心付近を回転軸とする竹刀操作が習得

しかし、竹刀の握りや手の位置な

段階的指導や両腕の協調のさせ方など、

技術が必要となる。 

打突動作指導による竹刀回転軸の変化
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ち」を踏み切り足で行なわせることは、対人

的技能の学習への展開を困難にすることも考
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Fig.4 は、研究結果から打突動作習得の難

易度を示した。送り足による打突動作は、踏

み切り・踏み込み足による打突動作に比べ左

足への荷重時間が長く、荷重負担が少ない。

従って、バランスを保ちながら安定した身体

移動を可能にし、正確な竹刀操作と協調動作

の習得に適した足さばきであると言える。ま

た、打突後に素早く左足を引き付けることが

可能で、連続技の打突動作の習得にも適して

いる。一方、踏み切り・踏み込み足による打

突動作は、左足への荷重時間が短く瞬発的で、

左脚への荷重負担が大きい。初心者にとって

は不安定な身体移動となり、正しい竹刀操作

の習得や竹刀操作と身体移動の協調が難しい

打突方法である。初心者には、送り足で竹刀

重心回転型竹刀操作によって打突練習をさせ、

右足の送り幅を段々と広げながら「実践的正

面打ち」を習得させる方法が良いと考えられ

る。打突動作の学習初期段階では、身体移動

した後に竹刀操作させ、段階的に協調動作へ

導くよう指導することが重要である。また、

特に左半身と左腕の動作の習得が大切である。

充分に指導内容を工夫して、学習者が楽しく

練習しながら実践的正面打ちを効果的に習得

できるように指導することが必要である。 

尚、打突動作に関する研究結果と学習者に

対する打突動作の効果的な指導法については、

報告書（剣道打突動作指導マニュア）にまと

め記載した。 

 
Fig.4 打突動作習得の難易度 
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